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⑸重要交通網の寸断防止

　大規模災害時に迅速な救命救助や被災地への支援物資輸送、経済活動の継続性を確

保するために、緊急輸送道路や鉄道などの重要な交通網が土砂災害により寸断するこ

とがないようにハード対策を実施します。

さらに、災害時のライフラインの確保に重要な施設（警察施設、消防施設、道の駅、

水道施設、発電施設など）が土砂災害警戒区域内に含まれる箇所について、ハード対

策を実施します。

○目標

　北群馬渋川地域、吾妻地域、利根沼田地域の防災・物流拠点集積エリア間を結ぶ

交通網の土砂災害による寸断リスクを軽減する。

図29　防災・物流拠点集積エリアのレジリエンスネットワーク図

図28　道路防災事業と連携した重要交通網の寸断防止イメージ（レジリエンスネットワーク）
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※ 用語の意味については、Ｐ144～Ｐ151の用語解説をご覧ください。
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沿道建築物の耐震化

地震時に建築物が倒壊し、緊急
輸送道路※等を閉塞しないよう沿
道建築物の耐震化を促進します。

出典： 財団法人 消防科学総合センター
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東日本大震災による瓦礫撤去(岩手県)

レジリエンスネットワーク図

防災・物流拠点集積エリア間を結ぶ道路ネットワーク

レジリエンスネットワーク路線

主要な防災拠点（第１次防災拠点）

防災・物流拠点集積エリア

主要な防災拠点（第1次防災拠点以外）

バイパス整備

落石等の危険箇所の回避や
リダンダンシー※を確保します。

現道拡幅

狭小区間を拡幅することで、沿道建築物等の倒壊時の
閉塞リスクの軽減や閉塞後の迅速な啓開を可能にします。

整備前 整備後

主要な物流拠点（産業団地）




